









































































































































2009 竿 11 月 28 日
愛知大学豊崎俊舎
元霞山会理事長・上海交通大学顧問教授 .jtJIJ文麿







































































































































｜ら 日中政治 書院の交大徐家医キャンパスへの移転を巡る主要事項 註困＝文書等国＝電信等東亜同文書院（大学）1901 創立｜交通大学（南洋公学） 18961］立事盛宣懐｜ 震旦大学｛叫RORA)1905創立
ia中戦争鵬 m I 近衛束亙同文会会長lこ組織大命｛め｜醗総長掛←｛鉄道部長画 ｜校舎醐を難民収容所として提供
1937 I 第二次よ海事変 (s> I 長崎仮校舎関践式 (10)1 L ；教育郎長 I c2000人収容｝
（昭12) I 第二次回共合作 (9) I 書院虹栂路統合焼失 on I 実太校舎を雌民血容に関銃方要繍(10/28)1新築織蛍を臨時野戦病院に提供
首都蹄移転決定 c11> I 広国外務大臣日岡本胤総領事 1教育部長噌校長国 | （傷鮪1410人収容｝
南京陥落 02> I 東亙同文密院ノ開校ニ要スル経費 l 安全地務内即刻退避を (11/2ll1Htのー却を:S:E＊に貸す
ニ関する件 c1211s> I 交大ー教育部 ｜文： ｜女子文理学申告併役





第一次近衛声明 m I広国外務大臣→岡本上海総領事 ｜棚ト教育部長毘 | ※髄大学の歴史
「国民政府を対手とせずJ I 書院側検の為 (3/1l I 環境急変r＝伴う危機対応簾について αIll I カ附ッヲ系｛イヱズス会）
南京に中撃民国 I 交大肉縫民退去支出家箆 | ・校舎 日本側接収可能性 ｜フランス式教授方式の文・理系大学
1938 I 維新政府樹立 (3l I軍事格路交大跡にてS院関綾式 | ・保全策として私学化も裂後誌 ｜としてス膏ート
｛昭13) I徐州陥落 cs> I C4/17l I交文司教育稼 陛i ｜中国にナショナリズム台頭でジレンマ
武漢・漢口陥洛 c10> I大内院長制旨 l 交大校舎、書院利用等の状：況報告（2/14)15, 4運動に呼応する学生スト
淫兆銘 重度から ｜｜『～国交の融合を本冒とする本院 11交大校長『漢口敏宵翻長 岡田 | 仏官憲これを鎮圧進学生65名
ハノイに脱出 c12> 11 としては、借用することは誌に忍び｜｜｜変大会鎌倉散に占槌される (4ハ 6)11 (1919) 
ざるものがある．～鴎係方面と協 111 4 月 17日 書院開校 ｜｜学生、教育権要求
議懇談、苦慮の結果、ついに止む iI l 交大銭円扇額ーや密践の木礼に代る || 仏警察介入撤回 ( 1927) 
量得ざるものとして‘一時本綾舎を｜情大校長4漢口敏宵部長 巴j ｜政府教育基調障に改訂震且文学と呼称
借用することとなった。』 II 交文校舎同文書院の占周主事る (4ハ s> I文型（6）理系（6）医（4）の総合大学となる
書院38期生入学 （的｜教育部長『覇軍照嚢に 些I ｜中国教育部認可 (1932) 
大学界描準備委員会段置 行21 I 敏・学生に安心して勉学r＝努めるよう ｜この間‘財政的にも租界当局支鍛
（大学界絡 1939年12月） ! 鶴簡を (5/29) 11949年続中園建段
（同文書院大学昇格に関する I －経費Iま送金手配した 帰属宜教師退出 (1952 2/1) 
勅令公布） I －琉宮蛮t置に惑わされぬよう l教会・文学の経費支給停止






1943 I 1944年 | 本校校舎は（財）東盛岡文会が







1945年〈昭和20年〉 | 返還に関しても些餓曇員会の指示 1 より鴎査処理する (1943 12/25) 
1945 I 延安で中共七金大会｜ に従い、白本大使館の命令で返
（昭20)I 毛沢東 | 還する
富民党に絶縁状 (4)1.il銑不信のま時入金具草草分校に（6)
米軍沖縄よ陸 (4)1上海居留日本人































































































































































































































































































































































































































から出るまで実質的には 3 ～ 4 か月しかございま

























































































































































































































































































講演後北川氏より『参考にしてほしいJc，以下の＝つの資料が送られてきたので掲載する。資料①は 1938 年 2 月
14 日付の、交通大学から教育部に宛てられた状況報告であり、資料＠は終戦直後にあたる 1945 年 8 月 27 日付の、東盛
岡文書院大学長本間喜ーより交通大学長に宛てた書翰（返書）である。
資料①上海交通大学の状況報告（1938年 2 月 14B。療文一部改訂｝
交通大学の概況
民国26年 (1937一昭和12ー） 8 月 13日の上海での峨争（第二次上海事変）勃発の時、本校はまだ元の住所にて校務を行っていた。そ
のときはまだ夏休み期間中だったので、学生逮は学校にいなかった。その後何回か教脊部から授業再開準備を進めるようとの命令を受
けた。それで10月118 に校外の翁舎で授業を再開した。先に再開されたのが三・四年の二クラスだが、産後に戦局の影響で（上海西部
に移った）校外宿舎も安全ではなくなったため、フランス程界にある中華学芸社の建物を借用し、授業及び宿泊に使う。 11月 58 まで
にー・二年のニクラスをも再開し、教室は震旦大学と相談して借用した。その時に学校にいた教員は130名、職員は79名、在学生375名、
~孟H
新入生102名、借説 i ）生89名。第 1 学期終わりの時点で、学校にいる学生総数は565人、学内の書類ファイル、帳簿類、図書、実験用の
各種の器具及ぴ運搬できる機器を続々と運び出した。フランス租界の借りた場所に保管しているが、未だに一部の物品及び還鍛できな









i ) ［｛昔i実〕 ji品d泊 旧時、学校の移転あるいは交通の関係などで、甲の学校の学生を乙の学校に依託して学撲を履修させたこと。
資料②交通大学による校舎返還要求に対する同文書院大学長本間喜一の書面での返事（1945年 8 月27 目）
8 月21日のお手紙を拝読した。貴校代表による校舎返還要求も承知した。本校校舎は、財団法人東亜同文会が昭和14年｛民国28年）
10月 1 日に普通敵産処理委員長（8本大使館事務所｝から借用したので、｛返還に関しても）当該委員会の指示の下行う。本校は当該委
員会の指示に従い、 E本大使館の命令で校舎を返還するが、下記の手続きが必要である。
一、貴校の要織で貴国政府により校舎を接収
二、貸閤政府による日本大使館事務所との交渉
三、日本国大使館事務所命令による本校の返還
本校も返還の準備を進めているが、貴校も迅速に上記手続きを踏んで対応すれば、接収が早〈片付く。
207 
208 
東亜同文書院大学の上海変通大学への移転
－海格路キャンパスは
「借用」か『占拠jか－
.2009年11月28日（土） 1仰0～1s:oo
＠書評五鰭翠慎重研究四・2会議室
⑩北川文章氏
元霞山会理事長・現上海交通大学客員教授
（東亜同文書院大学46期生・愛知大学昭和26年卒業）
東亜!11司文書院大学は、昭和20年大i慌の終結と;11;に他館的不可避的に45年の礁を閉じた。
それ以前に大学史上のハイライトをボめるならI！、昭和14年の大学昇給となるoその舞台となり終末まで実質母
校であり続けたのが悔悟路キTンパスである。
この新校舎への移転を巡る訪問題－Ht,111とされているが？相手はI五i立大学、教育郊の対応は？当時‘交
通大学本体は耳1~に疎｜！日中？ーこれらは全てf丘間もしくは、大学史等の資科に恭っ・〈。当時の施動的日中間
の政治環境、脅l界の作品：等が、 IHJ:111を複雑にしていたことは否めない。何れにせよ実態があまりにも不明確であ
る。幸い近頃、交通k学のKSカで新たな資料を挺供され、不透明部分もIV！らかになりつつある。
あらためてこの問題をとりあげ‘自分なりの考察を加えたい。
